
令和４年７月２８日（木）、青梅市福祉センターにお

いて浅香須磨子先生をお迎えして、先生ご自身が小学生

の時に経験された太平洋戦争について、お話をしていた

だきました。

当日は、学長等を含め３７名が参加しましたが、今回

は浅香先生が執筆された本（「(編著)おぼえています、

あのいくさ 語ろう、戦争の記憶を」）の抜粋（なんで

いえないわけ）を事前にお配りし、お読みいただいた上

で、実施しましたので、浅香先生のお話が、より深く伝

わったものと思います。

浅香先生は、戦中の日常の暮らしの変化について、時

系列に沿って、克明にお話されました。

また、当時の事を記録してある本を複数持参され、学

生に回覧し、当時の状況を知ることができました。

浅香先生は、戦後生まれの世代が大多数になってきて

いる今、「私の経験を、子ども、孫に伝えていきたい。」

という強い思いを語られました。浅香 須磨子 先生
（小児科医・精神科医）


